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市の人口 総数51,623人（男24,729・女26,894）世帯数15,107 (8 月31日現在） 	（毎月2回 1日・15日発行） 

一．一広報 

③こしかわら 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつ＜ります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつ＜ります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつ＜ります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつ＜ります。 

⑨未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆ＜郷土をつ＜ります。 

昭和63年 

Xo.672 

・． わた＜したちの先人は、不麗不屈の五所川原 
:‘魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り 
:：開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き 
'：上げました。 
・：， わたくしたちは、この伝統を継承し、広 

1 
'i：い視野に立って西北津軽の人マと協調 
二： し、郷土の限りない発展を願って、こ
ミ こに市民憲章を定めます。 10 

に
生
き
る
」
 
と
いう
テ
ー
マ
で
、
 

講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
、
ン

ョ
ン
を
行
い
、
こ
れ
を
通
し
て

文
化
的
な
地
域
振
興
の
方
策
を

探
ろ
う
ー
と
い
う
も
の
で
、
本

市
を
は
じ
め
津
軽
半
島
の
各
町

村
か
ら
約
三
百
五
十
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
 

桐
島
氏
は
、
豊
富
な
海
外
体

験
を
交
え
な
が
ら
、
ま
た
青
木

氏
は
、
二
度
に
わ
た
っ
て
津
軽

半
島
を
訪
れ
た
印
象
を
述
ベ
ユ
 

ー
モ
ア
た
っ
ぶ
り
の
語
り
ロ
で

聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。
 

講
演
の
後
、
両
氏
を
交
え
て

パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
伝
統
を
生
か
し
た
独

自
の
文
化
を
築
く
方
法
に
つ
い

て
活
発
な
議
論
を
展
開
し
、
有

意
義
な
う
ち
に
約
三
時
間
に
わ

た
る
、
ソン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終
了
し
 

ま
し
た
。
 

ー
 

、繊
雷
 

活発なディスカッションをする青木氏（右）と桐島氏（中央） 

市 民 憲 章 （昭平ロ59年10月1日制定） 

，
 

毎

号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

き
っ

と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

《
 

麟
搬
輸
響
難
製
薪
交
柳
費
ウ
」
劇
K
薮
m紺
 

市
中
央
公
民
館
で
九
月
十
九
 
所

川
原
」
が
評
論
家
の
桐
島
洋
 
れ

ま
し
た
。
 

半
島
祭
実
行
委
貝
会
が
協
賛
し

日
、
津
軽
半
島
祭
協
賛
「
三
井
 
子
、

コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
の
青
木
雨
 
こ
れ

は
、
市
と
東
奥
日
報
社
、
 

て
開
い
た
も
の
で
、
「
二
十

一
世
 

、
ン
ン
ポジ
ア
・
ト
ウ
モ
ロ
ウ
五
 
彦

両
氏
を
講
師
に
迎
え
て
開
か
 
青
森

三
友
会
が
主
催
し
、
津
軽
 
紀

五
千
日
の
変
革
ー
津
軽
半
島
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一
 

市老人福祉大会 
95歳以上長寿者など57人を表彰A  

広報ごしょがわら 	 （第672号）② 昭和63年（1988年）10月 1日 

事
 

「
一
浦マ
サ

（
九六
歳
 

異
九

五
歳
中
平
井
町
）
 

浅
川
 

金
山
）
 

市
で
は
市
民
体
育
館
で
九
月

十
四
日
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
 

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
共
催

で
「
第
二
十
五
回
市
老
人
福
祉

大
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
は
、
こ
れ
ま
で
社

会
に
貢
献
し
て
き
た
お
年
寄
り

達
を
慰
労
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
長
寿
と
健
康
を
祝
う
も
響

七
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
約

千
二
百
人
が
出
席
。
 

式
典
で
は
森
田
市
長
が
「
心

身
と
も
に
健
康
で
長
生
き
を
し
、
 

し
か
も
社
会
に
奉
仕
し
つ
つ
豊

か
な
老
後
を
送
る
こ
と
が
で
き
 

h

活
力
あ
る
高
齢
化
社
会
を

建
設
す
る
た
め
、
福
祉
の
充
実

発
展
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
」
 

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

続
い
て
、
九
十
五
歳
以
上
の

長
寿
者
＋
二
人
と
米
寿
を
迎
え

た
四
十
人
、
寝
た
き
り
老
人
介

護
者
五
人
な
ど
合
わ
せ
て
五
十

七
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
こ
の
日
は
県
老
人
福

祉
大
会
で
の
顕
彰
状
な
ど
の
伝

達
も
行
い
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
来
賓
と
し
て
地
元

選
出
の
成
田
、
浅
川
両
県
議
と

川
浪
市
議
会
議
長
が
そ
れ
ぞ
れ

祝
辞
を
述
べ
式
典
を
終
わ
り
ま

し
た
。
 

式
典
の
後
、
五
所
川
原
警
察

署
の
お
巡
り
さ
ん
が
交
通
安
全

の
講
話
を
行
い
、
市
老
連
芸
能

部
の
ク
仲
間
ク
 
の
歌や
踊
り
な

ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 
 

加
藤
か
よ
（
一
〇
二
歳

稲
実
）
 
斎
藤

テ
ル

（
九五
歳

七
ッ
館
）
 

宮
崎
う
め
（
九
六
歳

新
宮
町
）
 
 

外
崎
は
な

（
九五
歳
 
藻
川
）
 

山
本
す
へ

（
九六
歳
  
柳
町
）
 
 

新
谷
き
よ
（
九五
歳
前
田
野
目
）
 

川
村
仁
助
（
九
六
歳
 
金
山
）
 

山
川
す
な

（
九五
歳

太
刀
打
）
 
 渋

谷
た
き
、
小
山
ゆ
き
（
以
上

幾
世
森
）
、高
橋
賢
次
郎
（柳
町
）
、
 

一
戸
チ
ョ
（
田
町）
、葛
西

一
次
 

（
松
島町
八
丁
目
）
、神
ギ
ヤ
、
 

岩
谷
ョ
ミ
（
以
上
新
町
）
、川
村

ナ
リ
、
春
藤
ヤ
ス

（
以
上下
平

井
町
）
、松
本
柾
五
郎

（
中平
井

町
）
、坂
本
ソ
メ
、
菱
谷
重
吉
（
 

以
上
雛
田
）
、池
永
ッ
ル
ヲ

（
弥

生
町
）
、鶴
谷
キ
ョ
（
上平
井
町
）
、
 

木
村
柾
五
郎

（姥
庖
）
、白
戸
ク

ニ
（
七
ッ
館
）
、笠
井
ニ
ワ
（
桜

田
）
、秋
田
ミ
サ
（
川
山
）
、石
川

イ
ソ
、
今
た
ま
、
岩
崎
サ
ト

（
 

以
上
金
山
）
、寺
田
市
太
郎

（
石

岡
）
、太
田
又
四
郎
、
加
藤
ナ
カ
二
 

（
以
上
漆川
）
、島
谷
寅
之
助
（
 

一
野
坪
）
、伊
藤
ソ
ト

（
原子
）
、
 

加
藤
イ
サ
、
小
笠
原
イ
マ
（
以

上
前
田
野
目
）
、今
ミ
ェ
、
工
藤

末
吉
（
以
上
浅
井
）
、工
藤
ギ
ナ
 

（
松
野
木）
、斎
藤
啓
吉
（
梅
田
）
、
 

佐
藤
き
豆

（毘
沙
門
）
、長
尾
そ

ね

（
高
瀬）
、渡
辺
正
一
、
野
呂

子
之
助
（
以
上
藻
川
）
、開
米
忠

造
、
川
浪
チ
ヤ
（以
上
鶴
ケ
岡
）
、
 

横
山
政
吉
、
鳴
海
ト
シ

（
以
上

飯
詰
）
 

（
敬
称略
）
 

 

9
5
歳
以
上

長
寿

者
 

  

 

8
8
歳
に

達
し

た
 

長
寿
者
 

森田市長から表彰される方々 
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磯讐 
迅速な救助活動を行う隊員たち 

長生きのひけつは？ 

今回、95歳」こよ上で表彰された方12人の 

「長生きのひけつ」 は 

最も多いのが 「体を動かす」 で 4 人、 

次いで 「少食で三食をきちんと」 と 「く

よく よしない」 がそれぞれ 2 人ずつ、そ

して 「早寝、早起き」「感謝の心」「何んて

もよく 食べる」「いつも心をやすらかに」 

がそれぞtil人ずつで・した。 

,
 

寝
た
き
り
老
人
 

介
護
者
 

太
田
（
ル

（
金
山
）
、
瓜
田
チ
ヤ
 

（
幾世
森
）
、乗
田
兼
五
郎

（
藻

川
）
、成
田
栄
子
（
松
島
町
二
丁

目
）
、川
村
セ
ツ
（
上
平
井
町
）
 

老
人
ク
ラ
ブ
 

役
 
員
 

小
野
重
三
郎
（
旭
町
旭
老
会
）
、
 

三
浦
藤
雄

（
栄
町
日
光
会）
、岩

谷
甚
逸
、
清
野
又

一
 （
以
上
新

宮
団
地
新
生
会
）
、石
黒
稔

（
梅

田
老
陸
会
）
、土
岐
誠

一
 （
梅田

米
寿
会
）
、木
村
勉

（
飯
詰
大
坊
 

会
）
、石
岡
由
次

（
福
山
第
一
長

生
会
）
、吉
岡
勘
十
郎
、
秋
田
秀

夫

（
以
上川
山
幸
生
会
）
、秋
元

喜
栄
作

（
金山
第

一
長
楽
会
）
 

県
老

人
福
祉

大
会
表
彰
 

（
伝
達
）
 

⑥
m
歳
以
上
の
長
寿
者
 

加
藤
か
よ
（
稲
実
）
 

⑥
8
8歳
以
上
長
寿
者
夫
婦
 

浅
川
巽
・
ヒ
サ

（
中
平井
町
）
、
 

小
笠
原
謙
吉
・
イ
マ
（
前
田
野
 

目
）
、神
吉
太
郎

・
キ
ヤ
（
新
町）
 

⑥
9
0歳
に
達
し
た
長
寿
者
 

「救
急
の
日
」
 
の
九月
九
日
、
 

五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
合

消
防
本
部

（
開
米奥
左
衛
消
防

長
）
で
は
、
市
内
持
子
沢
の
持

子
沢
溜
池
で
救
急
隊
、
救
助
隊

に
よ
る
大
規
模
救
助
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
水
難
事
故
に
対
し
、
 

消
防
署
員
が
救
急
救
助
業
務
を

よ
り
円
滑
、
効
果
的
に
行
う
た

め
の
訓
練
で
、
同
日
午
前
十
時

二
十
四
分
、
東
分
署
管
内
の
住

人
か
ら
一
一
九
番
通
報
が
あ
り
、
 
 伝

法
谷
そ
だ

（
不魚
住
）
、北
村

ョ
ナ
、
成
田
ス
メ
（
以
上飯
詰
）
、
 

原
吉
五
郎

（
前
田
野
目）
、神
吉

太
郎

（
新
町）
、工
藤
み
わ

（
鎌

谷
町
）
、工
藤
と
す
、
小
田
桐
な

ん
（
以
上
米
田
）
、笠
井
甚
作
、
 

小
山
内
ッ
ケ

（
以
上松
島
町
八

丁
目
）
、境
谷
つ
き

（
錦
町
）
、
阿

部
ナ
ョ

（
原子
）
、上
見
き
ぬ

（
 

長
富
）
、秋
元
こ
と
（
野
里
）
、渋

谷
長
太
郎

（
雛田
）
、小
田
桐
み

ね

（
水
野尾
）
、乗
田
ち
よ

（
柳

町
）
、浅
川
ヒ
サ

（
中平
井
町
）
、
 

長
尾
そ
と

（
鶴
ケ岡
）
、増
田
き

せ

（
下
岩崎
）
、佐
々
木
ふ
さ

（
 

柏
原
町
）
、三
上
み
急
（
持子
沢
）
、
 

「小
舟
で
魚
釣
り
を
し
て
い
た

男
性
二
人
が
池
に
転
落
し
、
溺

れ
て
い
る
」
ー
と
い
う
想
定
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

午
前
十
時
半
、
先
着
し
た
東

分
署
救
急
隊
は
岸
か
ら
約
十
H
 

沖
で
溺
れ
て
い
る
一
名
を
救
命

浮
環
を
使
用
し
て
救
助
。
 

こ
れ
よ
り
数
分
後
に
現
場
に

到
着
し
た
本
署
救
急
隊

・
救
助

隊
及
び
ス
ギ
ュ
ー
バ
ー
ダ
イ
バ
 

ー
は
、
溜
池
中
央
付
近
の
水
深

約
二
）”
の
位置
に
仮
死
状
態
で
 
 

長
尾
き
よ
、
菅
野
み
よ
の

（
以

上
東
町
）
、鶴
谷
芳
太
郎

（
上平

井
町
）
、舘
山
キ
ョ

（川
山
）
、寺

田
運
治

（
神
山）
 

⑥
老
人
福
祉
関
係
 

岩
木
川
健
造
（
柏
原
町柏
生
会
）
、
 

三
浦
義
雄

（
小曲
永
楽
会
）
、山

形
四
郎

（
松島
町
松
鶴
会
）
、神

由
雄

（
中
泉長
寿
会
）
、田
中
良

一
 
（川
山
幸
生
会
）
 

⑨
特
別
感
謝
 

葛
西
専
造

（
本
町寿
光
会
）
 

f
r
 

（敬
称
略
）
 

沈
ん
で
い
る
一
名
を
ダ
イ
バ

ー
 

・

救
助
隊
の
連
係
で
救
助
ボ

ー
 

ト
に
引
き
揚
げ
、
人
工
呼
吸
を

施
し
な
が
ら
救
急
車
に
収
容
し
、
 

約
二
十
分
に
わ
た
る
訓
練
を
終

わ
り
ま
し
た
。
 

訓
練
の
あ
と
、
平
山
消
防
本

部
次
長
は
「
水
難
事
故
に
対
処

す
る
た
め
に
は
、
迅
速
な
救
助

活
動
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
か

ら
も
こ
の
よ
う
な
訓
練
を
続
け

て
い
く
」
 
と
語
って
い
ま
し
た
。
 

「救
急
の
日
」
水難
事
故
想
定
し
救
助
訓
練
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響
靭
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴル
フ

k会
を
開
恋
総
 

で
六
上、
上
三宝
雄
ミ
雄
玉
三
童
“上
這
三
“告
上
芝
芝
（
と篤
董
”
上麗
琶
琶
で
え
と
、
止
”上
至
玉
芝韮
韮
り
り
り
り
ト
発
 

「
一
弔
切
＆
「
】
I
ー
ス
オ

ー
ー
 
ー」
ノ
ー・
に
‘
団
」
婆
選
婆
婆
波
叫

W
叫
碑
訟
 

福
祉
基
金
に
と
3
0万
円
寄
付
 

ー

松
緑
神
道
大
和
山
ー
 

市
役
所
裏
の
南
斗
グ
ラ
ン
ド

で
九
月
十
五
日
、「第
三
回
市
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
」
 

が
開
か
れ
、
十
四
チ
ー
ム
の
選

手
及
び
関
係
者
な
ど
約
二
百
人
 
 

が
参
加
し
ま
し
た
。
 

同
大
会
は
、
高
齢
者
か
ら
子

ど
も
ま
で
、
い
つ
も
明
る
い
笑

い
声
と
と
も
に
楽
し
め
る
ク
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
4
と
し
て
今
、
全
 

国
的
に
人
気
が
 

高
い
 
「グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴル
フ
」
 

の
常
設
コ
ー
ス

が
オ
ー
プ
ン
し

た
の
を
記
念
し

て
市
教
育
委
貝

会
が
主
催
し
て

開
い
た
も
の
で

す
。
 

開
会
式
で
は
、
 

阿
部
祥
吾
市
教

育
委
貝
長
が
「
 

見
る
ス
ポ
ー
ツ
 
 

か
ら
自
分
で
や
る
ス
ポ
ー
ツ
（
 

積
極
的
に
参
加
し
、
ス
ポ
ー
ツ

の
秋
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
 

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
競
技
に
入
り
約
四

時
間
に
わ
た
っ
て
熱
戦
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。
 

上
位
入
賞
チ
ー
ム
は
次
の
と
 

お
り
で
す
。
 

（
敬
称
略）
 

⑥
団
体
 
①
中
央
B
②
み
ど
り

町
A
③
中
央
A
 

⑥
個
人
 
①
其
田
栄
治

（
み
ど

り
町
A
）
②
大
西
あ
い
子

（
 

中
央
B
）
③
中
道
恵
子
（
飯

詰
B
)
 

⑥
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
 

須
藤
静
子
（
飯
詰
B
）
、其
田

栄
治

（
み
どり
町
A
)
 

松
緑
神
道
大
和
山

（
田
沢康

三
郎
教
主
）
で
は
九
月
十
一
日
、
 

社
会
福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
 
 

い
と
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
三
 

十
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
九
月
十
日
か
ら
一
一
 

五
所
川
原
南
小
学
校

（
八
木

沢
謙

一
校
長
）
の
第
五
学
年
の

児
童
と
父
兄
合
わ
せ
て
約
百
五

十
人
が
菊
ケ
丘
運
動
公
園
の
清

掃
奉
仕
を
し
、
市
民
か
ら
感
謝

さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
学
年
P
T
A

(
 

小
田
桐
光
子
会
長
）
が
、クみ
ん

な
で
ま
わ
り
の
環
境
を
き
れ
い

に
し
よ
う
4
と
実
施
し
た
も
の
 
 

日
間
に
わ
た
っ
て
同
教
団
が
市

庁
舎
前
お
祭
り
広
場
で
開
い
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
の
益
金
の

一
部
を
寄
付
し
た
も
の
で
、
下

山
秀
悦
同
バ
ザ
ー
実
行
委
員
長

が
斎
藤
健
治
市
社
会
福
祉
協
議

会
事
務
局
長
に
目
録
を
手
渡
し

ま
し
た
。
 

こ
の
バ
ザ
ー
は
、
開
発
途
上

国
の
病
い
に
苦
し
む
人
達
を
救
 

、2

」
と
を
目的
に
開
か
れ
て
い

る
も
の
で
、
今
年
で
十
四
回
目

と
な
り
ま
す
。
 

初
日
の
開
会
式
では
、
森
田

市
長
が
来
賓
と
し
て
お
祝
い
の

こ
と
ば
を
述
べ
、
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
を
行
い
ま
し
た
。
 

で
す
。
 

清
掃
奉
仕
は
正
午
か
ら
約
一

時
間
行
わ
れ
、
空
き
缶
や
紙

く

ず
な
ど
合
わ
せ
て
ビ
ニ
ー
ル
袋

二
十
五
個
分
を
収
集
しま
し
た
。
 

そ
の
後
参
加
者
は
、
市
民
体

育
館
で
親
子
運
動
会
を
行
い
、
 

楽
し
い
ゲ

ー
ム
に
歓
声
を
あ
げ

て
い
ま
し
た
。
 

グラウンド・ゴルフを楽しむ参加者たち 

「市
農
作
物
 

異
常
低
温
気
象
対
策
本
部
」
を
設
置
 

市
で
は
九
月
二
十
一
日
、
断
続
的
な
低
温
と
日
照
不
足
が
続
い
た
た
め
農
作
物
に
大
き
な
影
響

が
出
て
い
る
の
に
対
処
す
る
た
め
、
森
田
市
長
を
本
部
長
と
す
る
「
五
所
川
原
市
農
作
物
異
常
低

温
気
象
対
策
本
部
」
を
設
置
レ
ま
し
た
。
 

本
部
へ
の
連
絡
は
、
市
経
済
部
農
林
課

（
廿⑩
一
一
一
一一
番内
線
一
一
一
七
・
二
一八
番
）
へ
お

願
い
し
ま
す
。
 

清掃奉仕をする南小第五
学年のみなさん 

バザー初日に行われたテープカッ ト 

菊
ケ
丘
運
動
公
園
を
清
掃
奉
仕
 

南
小
第
五
学
年
の
み
な
さ
ん
 

《
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zりク缶僑維准奄航編鱈シぎ免欠りろ乙乙 
出稼ぎをする皆さん、渉ZQ）ことを是非守って、 

事故のない明るい出稼ぎをしてください。 

ア、出稼ぎ前に、次のことについて家族と話し 

あっておくこと。 

①就労計画（出発日と帰郷予定日）(2）送金方法

③就労先事業所のヴ列動条件を確認すること④就

労先事業所の名称、所在地、宿舎の住所、電話

番号（事業所や宿舎を変更した場合はすぐ連絡

をすること）(5）就労先の安定所や監督署等を知

っておく こと（⑥グループで出稼ぎする場合はリ 

ーダーの氏名を知っておく こと 

イ、「ヴ到動者直接募集従事者」 Iこよ外の募集人や手

配師等の勧誘で就労しないよう、安定所の紹

プトで’出手家ぎに行くこと。 

出稼ぎ就労先が決ったら、次の手続きをと

ること。 

①出稼労働者手帳の交付を受け、身分、家族等

の証明をすること②健康診断を受けること③国

民健康保険被保険者証の切り換え手続きをする

こと（④）出稼者事故見舞金制度に加入手続きをす

ること 

出稼ぎ就労先から帰郷する育ijに。 

①帰郷する日を家族へ連絡すること（2）雇用保険 

離職証明書の内容確認をすること③未払賃金に 

ついては、就労地の労働基準監督署へ届け出る 

ー ン 

もうーI一ぐ出稼きシーズン 

@）出稼手帳は l必ずかきかえましょう  

@）みんなが加入伸ばそう出稼協会 

⑥健康診断は無事故の第―歩 

出発前にかけて安心 
事故見舞金制度 

出稼者及び留守家族の幸せのために、県と市

町村がつく った出稼協会で行う互助制度です。 

出稼ぎしている人やこれから出稼ぎしようと

する人はどなたでも加入できます。 

加入した人は、出稼中いつ、 どこで災害にあ

っても見舞金が受けられます。 

ト加入申し込み 市民相言炎室及び’市役所各支所

の窓口で受付ーけています。 

ト控ト金 1 人年間 600 円です。ほかに、県と市

が 1 人年間 800 円ずつ負担します。 

ト見舞金早見表 

種 類 'I‘ 	故 ’ 災 	害 	の 	程 	度 給付額 

叱
見
 
舞
 
亡
金
 

出稼中（出発から帰宅まで）における死
亡、ただし、一時帰省中の死亡を除く。 500,000円 

傷 	病 

見舞金 

出稼中における負傷

又は疾病で休業療養

を要するもの 

6 月以上であるも 
ク） 

別，000円 

3 月以上 6 月未満
であるもの 加,000円 

1 月以上 3 月未満
であるもの 50,000円 

障 	害 
見舞 金 

出稼中における負傷又は疾病による障害
で通常の就労を不能とする程度のもの 200, 000円 

火
見
 

m火
金
 

舞
  

加入者の留守宅の火災による焼失 
（半焼以上） 150,000円 

県と市 

豊かなくらしと 

住みよい社会をつくる 

郵便貯金月間 

加月 1日～引日 
郵」攻省では、毎年10月を 「豊かなく らしとイ主

みよい社会をつく る劃H更貯金月間」 と定め、劃I 

便貯金が手軽で確実な貯蓄手段として、皆さん

の毎日の暮らしの安定のために、 また、郵便貯

金として集められた資金が国の財政投融資の主

要な原資として、国、地方公共団体、公庫、公

団など各方面に融資され、皆さんの暮らしに関

係の深い住宅や学校の建設、道路、水道、公園、 

ゴミ女！I理場など生活環境整備などのために活月1 

され、身近なところで い豊かで住みよい社会つ’ 

く り“ に役立っています。 

今後とも、郵便貯金に対する皆さんの一層の

ご理解とご支援をお願いします。 

津軽半島祭 

津軽半島フォーラム開催 
―津軽半島祭実行委員会ー 

津軽半島祭の一環として、「津軽半島一その伝

統と創造」（交流新時代を迎えて） をテーマにフ

ォーラムを開催します。 

山崎充先生（静岡県立大学教授）の講演のあ

と、新たな時代を if Ilえる津軽半島の課題、発展

策等について参加者を交えたパネルディスカ、ソ

ションを行い、地域の活性化、産業、経済、文

化の発展をめざすものです。 多数のご参加をお

願いします。 

ン日時 10月28日 （金）午前10時～午後 4 時15 

分、まてニ・ 

ン場所 市中央公民館 

ン入場料 無料 

※詳しいことは、市秘書企画課内津軽半島祭実

行委貝会事務局（か唾5)2111番内線 3 1 8 番） 

へどうぞ。 

, 
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市消費生活モニター調査結果 

市では、 5 人c7万肖費生活モニターを委嘱し、 

毎月独自に品目を設定して市民生活に関連性の

高い物資などの価格調査を行なっています。 

この 5 人の調査結果の平均を 3 ケ月ごとに公

表しています。（前回は 7 月 1 日号） 

買物などの参考にしてください。 

（単位：円） 

品 	目 規 	格 7 月 8 月 9 月 

灯 油 18e 缶入 641 617 628 

灯 油 1lロ一リー価格 34 34 34 

L P ガス 5M3 2,782 2,812 2,812 

ガソリン レギュラ- ll 117 116 116 

ガソリン ハイオクタン ll 140 136 138 

軽 油 1l現金 67 76 67 

牛 肉 もも肉 100 g 300 348 373 

豚 肉 もも肉 b0og 130 151 152 

鶏 肉 もも肉 b0og 96 92 86 

鶏 卵 1kg 140 152 165 

ム 
フ。レスノ、2..JAS 

上級 100 g 214 214 214 

牛 乳 成分無調整牛乳 
1e 226 210 226 

バター 225g 紙箱入 374 377 374 

食パン 普通食パン 142 142 146 

まぐろ 刺身用 b0og 152 209 199 

し、 	カュ するめいか b0og 174 174 135 

た こ まだこ b0og 172 150 150 

焼ちくわ 100 g 70 66 75 

ギャべッ 普通品 lkg 122 141 170 

ほうれんそう 100 g 58 53 81 

にんじん 1kg 182 240 132 

わかめ 塩 100 g 39 53 39 

糸こんにゃく 100 g 44 43 48 

干うどん 250g 91 91 92 

Fの I) 1ちよう 黒のり 553 441 425 

豆 腐 丸棒形袋入 57 57 64 

納 豆 丸納豆 100 g 71 68 69 

味 そ 2kgl袋 554 554 578 

しようI由 
濃口（本譲造） 

特級 1.8e 490 494 494 

サラダ油 びん入 1, 650 g 497 497 487 

労働時問短縮を促進する 

ポスター・標語を募集 
労働省では、今年の「‘a）とり創造月間」 の一

環として、労働時間の短縮を促進するポスター 

及ひ才票語を募集します。 

＞テーマ 労働時間の短縮（週休 2 日制の拡大、 

残業の削拡見、連続休暇の担ブぐなど） を促進す

るポスター及び標語。 

ン応募資格 個人または団体 

ン1応募方シ去 〇ポスター部門一 B2 版以上の用

紙を使用（折り 目がつかないよう、筒状に巻

し、て郵送）。 

〇標語部門ーノ、ガギに標語を記入（一作品一

葉）。 

※イ主所、氏名（団体名）、年齢、性別、職業（学

生の場合は学校名、学年）及び電話番号を月月

記（ポスターの場合はその裏面に）すること。 

レ糸帝t刀 10月15日 

ン賞 各部門ともそれぞれ労働大臣賞1点、労

働基準局長賞1点 

>I応募先及び問い合わせ先 

〒100 東京都千承こ日ョ区霞ケ関1-2-2 
中央合同庁舎第 5 号館 

労働省労働基準局賃金福祉部企画課 

(廿03-593-1211番内線5526番） 

懸賞論文を募集 
地方自治I去施i行40周年・自γ台制公布 1 0 0年 

記念懸賞論文を自治省等が主催者となって募集 

します。 

＞テーマ 「21世謙己をめざす地方自I台」 （同趣 

旨であれば題名は自由） 

＞賞金 1席100万円、2 席50万円、3 席20万円、 

佳作（ 5 点） 5 万円。 

）原稿枚数 縦書400字詰原稿用紙20-30枚 

ン応募期限 12月末日 

レ送り先 

〒 105 東京都港区西新橋1-7-1 
財団法人 自治総；合センター 

(廿03-504-0841番 ) 

お詫び 一市教育委員会― 
去る 9 月15日号の 「ママさん体育大会」 

の記事中、 グラウン ドゴルフ （団体）の上

位入賞チームは（ユ）栄小A（②）松島小B③松島

小A となります。訂正してお詫びいたしま

す。 
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消費者講座 
開催について 

市では、消費者の知識高揚と消費苦情防止の 

一環として 「消費者講座」 を開催します。 

ご近所お誘い合わせのうえ、 多数ご出席くノご 

さし、。 

ン日時 10月 6 日 （木）午後 1時～ 3 時30分・ 

ン場戸斤 市中央公民館 2 階視聴覚室 

ン内容 

1．映画 「訪問販売の被害を防ぐ」 

2．講演 「最近の消費者問題」 

講師 鶴賀茂世先生（県消費生活センタ 

ー総括主査） 

レ受講料 無科斗 

※詳しいことは、市菌主工観光靖果（廿⑩2 111番内 

線 2 6 0 番）へどうぞ 

水道本管清掃のお知らせ 
―市水道事業所一 

水道事業所てーは、 水道本管ての清」市を次のとお 

り行います。 

大変ご不便をおかけすることと思いますがこ 

協力をお願いします。 

レ日時 10月13日 （木）- 14日 （金） 

午後10時から翌朝 4 時まで’ 

※お願い 

〇清掃完了後、にごり7」くが出ることがあります 

ので’充分ご注意く ノごさい。 

〇飲，斗水等は、 ポリ容器等に確保してください。 

（プ青掃中不行き届きの点がありましたら元町浄 

水場（廿亘 12639番）にご連絡ください。 

行政相談のお知らせ 
市民のみなさんの行政に文寸する苫情、意見、 

要望などについて、無1斗で迅速に、そして秘密

を白ニり、行政相談貝が親身に相談に応じます。 

お気軽にどうぞ。 

ン期間 毎週木曜日 午前10時～午後 3 時 

ン相談場所 市役所市民相談室（木曜日以外の 

H は自宅で才目談に応ビます） 

＞木目談員 稲葉忠司（寺町1-5廿自宅⑨3606番） 

川村昌子（敷島町1-4廿自宅国12519番） 

受講生募集 
ー働く婦人の家― 

市働く婦人の家では、次の 2 講座の受講生を 

募集します。市内に住所または勤務先をお持ち 

のご婦人方、．』、るってお申し込みください。 

③パンフラワー教窒 

＞日時 10月19日・26日 午前10時～正午 

レ受講料 無1斗（材料費 約1 ,000円ーフ’ローチ 

2 イ固分） 

ン募集人員 2 0 人 

③七宝焼教室 

レ日日寺 10月18日・25日・11月 1 日午後 6 時30 

分～ 8 時30分 

ン受講料 無米十（材料費 1回分 300円～1 ,000 

円） 

ン募集人員 1 5 人 

〇申し込み締切］ 10月14日午後 4H寺 

〇申し込み先及びお問い合わせ先 

市 1動く婦人の家（=G18898番） 

潜在看護力活用講習会 

在家庭看護等トレーニングコース 

レ期日 10月24日～28日午前 9 時～午後 3 時 

レ場所 県看護研二修センター（27日一県立青森 

高等看護学院） 

＞受講資格 保健婦、助産婦、看護婦及び准看 

護婦の免許所有者で、現在看護業務に従事し 

ていない人。 

ン受講料 無料ー 

レ申し込み先及びお問い合わせ先 

9030 青森市長島 1丁目 1番1号一 

県環境保健部公衆衛生課衛生看言蔓班 

I公ol 77:り liii番内線31 2/1番、 

市民プールでの 
忘れ物について 

市民ブールをご利用く オごさいました方々の一忘

れ物を保管しておりますので、お心あたり（7）方

は、市都市建設課までご連絡ください。 

(廿亘ら12111番内線 2 9 1番） 

, 

, 

,―事・” ’一一’++'++”ー＋+++" ‘●・”一’14 ++'+++＋●・＋“チ44 

. 村別交通事故防止コンク一ル実施中 
'4 4 准 	千＋ *--$-. 

市III 

月31 
、無免許 * * 暴走運転を曇いこと＼護鞭無が趨幸す。 

日焦ス 期間 	12 



みんなの健康教室 
＞日 時 10月28日（金）午後 111寺 

＞場 所 市保健センター 

レ講 師 楠美康夫 先生 

（楠美泌尿器科医院長） 

ンテーマ 「尿に血が混っプこら」 

主 催 北五医師会・市民保健協議会 

ノ／ 

>
 ＞
 
レ
 

日
 場
 
講
 

時

所
師
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みどり町 
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